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伊勢志摩サミットに係る経済効果等の試算方法について 

 

(3)ポストサミットの経済効果  

 

ポストサミットの経済効果を試算する要素 

・平成 28 年～32 年の 5 年間の効果を「①県外観光客数の増加」、「②国際会議の開催

件数の増加」の 2つの要素で試算。【参考※10】 

 

① 「県外観光客数の増加」によるポストサミットの経済効果を試算する 

前提条件 

・伊勢志摩サミット開催により三重県の知名度が向上すること等で、今後増加が見

込まれる県外の観光客の観光消費額の増加を測定。 

・「三重県観光レクリエーション入込客推計書・観光客実態調査報告書」のデータ

に基づき、観光入込客数の増加、県外観光客数の宿泊及び日帰り客の割合及び観

光消費額の増加額に基づき推計。 

・観光入込客数の増加については、サミット開催の効果を含んでいないサミット開

催決定前の平成 26 年の県外観光客 24,437 千人をもとに増加を推計。 

・県内を 5地域（北勢、中南勢、伊勢志摩、伊賀、東紀州）に分けて、それぞれの

地域における宿泊及び日帰り客の割合やそれらの平均消費単価などをもとに、各

年の県外観光客による三重県内の観光消費額を推計。 

・サミット開催による誘客効果について、観光庁宿泊旅行統計調査における平成 28

年 6 月の延べ宿泊者数の対前年度増加率である 9.3％と想定。 

（24,437 千人×9.3%＝2,273 千人をサミット開催による誘客効果とする） 

・サミット開催による誘客効果について、平成 29 年以降、次回日本でのサミット

開催が決定されると想定される平成 34 年まで効果が持続すると想定。 

・誘客効果は、当県が実施するポストサミット事業などにより、一時に減じられる

のではなく、1 年ごとに一定の率で逓減していくと考え、年間 1.6％ずつ逓減す

ると想定。（9.3÷6≒1.6％） 

・「平成 17 年三重県地域産業連関表（40 部門）」を用いて試算。【参考※11】 

 

① 試算結果 

・「県外観光客数の増加」の要素によるポストサミット経済効果は、約 1,485 億円

と算出。【別表 6】 

 

【別表 6】県外観光客数の増加によるポストサミット効果の試算結果                                         

 誘客効果 サミット効果 

による誘客 

観光消費額の 

増加 

経済効果 

平成28年 9．3％ 2，273 千人 323．2 億円 453．1 億円 

平成29年 7．7％ 1，882 千人 267．6 億円 375．1 億円 

平成30年 6．1％ 1，491 千人 212．0 億円 297．2 億円 

平成31年 4．5％ 1，100 千人 156．4 億円 219．2 億円 

平成32年 2．9％    709 千人 100．8 億円 141．3 億円 

合計  7，453 千人 1060．0 億円 1，485．9 億円 

※単位未満を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しない部分があります。 

参考：平成 28 年９月 15 日全員協議会提出資料抜粋 
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② 「国際会議の開催件数の増加」によるポストサミットの経済効果を試算 

する前提条件 

・「三重県観光振興基本計画（平成 28 年度～31 年度）」の目標値を用いて試算。 

・国際会議の平均人数及び開催日数を、県内での平成 10 年以降の開催実績平均値

から試算。（1回あたり 230 人、開催日数 3日間） 

・平成 26 年度（2回開催）からの増加分すべてをポストサミット効果と想定。 

・観光庁の「ＭＩＣＥ開催による地域経済波及効果測定モデル」を使用。【参考※

12】 

 

② 試算結果 

・「国際会議の開催件数の増加」の要素によるポストサミットの経済効果は、約 4

億円と算出。【別表 7】 

 

【別表 7】国際会議の開催件数の増加によるポストサミット効果の試算結果 

 国際会議の開催（目標）件数 増加件数 経済効果 

平成 26 年（現状値） 2 件 ― ― 

平成 28 年 4 件 2 件 0．4 億円 

平成 29 年 4 件 2 件 0．4 億円 

平成 30 年 5 件 3 件 0．6 億円 

平成 31 年 7 件 5 件 1．0 億円 

平成 32 年（仮置き） 10 件 8 件 1．6 億円 

28～32 年の合計 30 件 20 件 4．0 億円 

 

 

ポストサミットの経済効果の合計額の試算結果 

・ポストサミットの経済効果は、①約1,485億円＋②約4億円＝約1,489億円と算出。 

 

 

参考 

【※10】 北海道経済連合会の試算でも同要素により 5年間のポストサミット効果の

試算を行っています。 

   

【※11】 観光消費額の増加により経済効果を測定するため、直接的な影響と同様に

三重県地域産業連関表（40 部門）を用いて試算しました。 

北海道経済連合会の試算では、沖縄県の例を参考にサミット開催後の平成

12 年 9 月から NHK 朝の連続ドラマ「ちゅらさん」の放映が始まる直前の平成

13 年 3 月までの入域観光客数の増加分 0.6%をサミット開催による誘客効果

と想定し、次回の日本でのサミット開催年まで一定ごとにその効果を減じな

がら、サミット効果が継続すると想定し、248.1 億円と算出しています。 

  

【※12】 北海道経済連合会の試算では、平成 12 年北海道産業連関表により、沖縄

県の例を参考に 5年間にわたり、平均 3.5 日間＋前後日程（＝5日間）の 650

人規模の国際会議が年に 6～7回北海道に誘致されるケースを想定し、35.6

億円と測定を行っています。 


